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気道再建手術術後 の 吻合部 に お ける創傷治癒

過程 に 関す る実験的研究

一 端 々 吻合と端側 吻合の 比較
一

食沢 大学医学部外科学第 一 講座 く主任 こ 岩 喬教掛

小 田 誠

く平成 1 年 1 月24 日受付1

雑種成犬32 頭 を 用 い て
， 気管 ． 気 管支形成術 に お い て特殊術 式で あ る端側吻合術時 の 創傷治癒過

程 を検討す る と 共に
． －一 般 的術式で あ る 端々 吻合術 の 創傷 治癒過程に 関 して も 新た な知 見を加 えた ． 犬

の 頚部気管 を管状に 切 離 した の ち
，
気管の 端々 吻合術お よ び 端側吻合術 を施行 した 2 種煩の 実験群 を作

製 した ． 術後 3 ，
7

，
1 2

，
3 0 日目の 吻合部組織 に お け る

，
抗張力 ， 組織 学 的所 見 お よ び I ， 工I ，

Ill
，

1 V
，
V 型 コ ラ

ー ゲ ン の 免疫組織学的所見 を検討 した ． 吻 合部 の 幅 1 c m 当 た り の 平均抗張力 は端 々 吻合群

で は
，
術 後3 ，

7
，
1 2

，
3 0 日目 で 各々52

，
3 00

，
6 9 0

，
2 0 3 0 gノc m で あ っ た 一 端側吻合群 で は

． 術後 3
，

7
，
1 2 ， 3 0 日目 で 各々4 8

，
18 0 ．

60 5
，
22 7 0 gノc m で あ り 一 端 々 吻合群 に 比 べ て術 後 3 ，

3 0 日 目は 同様 の 抗

張力 を有す る も の の
，
術 後 7 ，

1 2 日 目 に は低い 傾 向が み ら れ た ． 組織学的所見で は
， 端々 吻合群 で は粘

膜上 皮 は術後 3 日 で 再生 が 始 ま り 7 日目 に 完成 して い た 一 端側吻 合群 で も術 後 3 日 で 再 生が 始ま っ た

が
， 欠損部 が大き く ， 再生 の 完成 は術後12 日目 で あ っ た － 端 々 吻合群 に お い て

， 軟骨間 で は ， 術後 7 日

目 に線 維芽細胞が 増殖 し始 め
， 術後12 日目 に は膠 原線維が 密 に 配列 し ，

3 0 日 目で は正 常組織 と 区別 し難

い 組織像 を呈 し て い た ， ．一 方
， 端側 吻合群に お い て は軟骨切 断端 を 覆う凝 血 塊が 多く

，
術後 7

，
1 2 日日

工 お い て も 依然と し て 凝血 が 残存 して い た が
，
3 0 日目 に は 創部全体が 線椎性組織 に 置換 さ れ て い た ■ 免

疫組織学的 に は端 々 吻合 瓢 端側吻合群 とも に I
，
H－型 コ ラ

ー ゲ ン は
一 線推芽細胞お よ び 新生 さ れ た 膠

原線維 に 陽性 で あ っ た ■ H 型 コ ラ ー ゲ ン は
， 端々 吻合群 で は正 常軟骨部 に の み み られ ， 創傷治 癒 に は関

与し て い な か っ た ． 端側吻合群 で は術後30 日目の 軟骨切 断端 に お い て H 型 コ ラ ー ゲ ン の 吸 収像 が み られ

た ． 工V 型 コ ラ
ー

ゲ ン は毛 細血 管 周 囲に
，

V 型 コ ラ ー ゲ ン は 肉芽組織 中に み ら れ た ． 以上 よ り
，
気 管 ． 気

管支の 端側吻合時 に は
， 術後1 0 日 前後で は 創傷 治癒 が遷延 す る傾 向が あ り 術後 管理 上 こ の 期間で は吻合

部の 保 護に 留意す る必 要が あ る ■ ま た
，
端側吻合群 に お い て は 軟骨 切 断端の 創傷治癒が遷 延す る 傾向が

ぁ る こ とか ら
，
端 々 吻合 術に お い て も 軟骨部 を可及 的に 切 断

，
損傷 しな い よう に 注意す る 必 要が ある と

考え られ る ．

K e y w o r d s t r a c h e o p l a st y ，
e n d －t O－Sid e a n a s t m o si s

，
W O u n d h e ali n g ，

t e n Sil e

St r e n g t h ，
C Oll a g e n

気管 ． 気管支形成術 は1 94 0 年代後半よ り施行さ れ 始 機 能の 温存 ，
生 理 的換気の 維持 を計 る こ と を目的と し

め
1I21

，
近年呼吸 器外科領域 に お い て そ の 報 告例 は増 加 て 創始 され た － や が て

－
肺癌症例の 増加 と相侯 っ て 手

して い る
3 囲

． こ の 術式 は気 管 ． 気管 支 の 病 変部 の み 術根治性 と肺機能 の 温存 を両立 さ せ る術式 と し て その

を切 除 し， 気管 ． 気管支の 再建 を行 う こ と に よ り ， 肺 適応 が増大 す る と 共に
，

症 例 数も 増 加 し て い る
6 卜 l り

A b b ， e V i a ti 。n S こ H ． E ．

，
h e m a t o x yli n a n d e o si n e ニ H I D

，
h i gh ir o n di a m i n e i P A S

， p e ri o di c

a cid －S c hiff



気遣再建部 の 創傷治癒過程

しか し
，
吻 合都合併症 の 発生 率 は い ま だ高く

1 2I1 3I

，
その

大部分 は縫合不 全お よ び 肉芽性狭窄 で あ る ． 気管 ． 気

管支再建手術が 呼吸 器 外科 に お け る手術手技 と し て 安

全
，
確実か つ 合併症 の 少な い 術式と な る ため に は

， 気

管
． 気管支吻合部の 創傷治癒過程 を正 確 に 知 る こ と が

極め て重要 で あ る と い え る ．

一

方
，
最近で は こ れ ら気道再建手術の 際 に 通常用 い

ら れ て き た 気管 ． 気 管支の 端々 吻合 に 加 えて
， 特殊術

型 と し て 2 遵銃 吻合 ，
3 連銃吻合 ， 側々 吻 合

，
端側吻

合な どが 臨床応用 さ れ る よ う に な っ て き て い る ． なか

で も端側吻合は B a r cl a y 手術
141

に 始 ま り ， 最近 で は気

管分岐部再建手術な どに 多用 され て い る ． 気管 ． 気管

支形成術 に お ける端 々 吻合術 と端側吻 合術 は手術手技

的に は以 下 の 相遠点 が み ら れ る ． す なわ ち
， 端 々 吻合

術は ， 気管軟骨間靭 帯の 間で 気管 を切 離 し た の ち に
，

両側断端 を端々 に 吻 合し て い る ． こ の た め ． 吻合面は

模様部同志お よ び軟 骨間靭帯同志で 結合再建 され る こ

と に な る ． こ れ に 対 して
， 端側吻合術 に お い て は吻合

部中枢端の 軟骨は そ の 途中で 斜 め に 切断 され て お り
，

こ の 中枢側の 斜切 断さ れ た軟骨 と
， 末梢側の 軟骨間靭

帯とが 大部分 の 吻合 面で接 す る こ と に な る ． 従 っ て
，

端々 吻合術に お け る 主 た る吻合面 は
， 軟骨間靭帯同志

で あ るの に 対 して
， 端側吻合術 に お け る主 た る吻合面

は
． 軟骨間靭帯 と 切 断さ れ た軟骨面 で あ る ． これ ら再

建気道の 創傷治癒過 程に 関し て は
， 端 々 吻合時の それ

に 関し て はい く つ か の 報告が あ る
15 ト 17 I

が ， 端側吻合時

の 創傷治癒過 程 に 関 し て は ば と ん ど解 明 さ れ て い な

い ． 本論文 で は
，
端 々 吻合時の 創傷 治癒過 程 に 関 して

も検討 を加 える と 共に ， 現 在殆 どそ の 創傷治癒過程の

解明さ れ て い な い 端 側吻合に つ い て も解析 を試 み た ．

す な わ ち
， 犬 の 頚部気管の 端 々 吻合 お よ び端側吻合 を

行い
， 経時的な 抗張力測定， 組織学 的所見 に 加 え て

，

．巳
一

一

一

一

一

一
一

A B

F i g ． 1
． S c h e m a ti c d r a w i n g of th e t r a c h e o pl a s

，

t y ． A
， E n d －t O

－

e n d a n a st o m o si s of th e t r a c h e ai

B
，
E n d －t O

－

Sid e a n a s t o m o si s o f th e t r a c h e a ．

63

工
， I王 ， H L I V

，
V 型 コ ラ ー ゲ ン に 関 して 免疫組織学

的観点 か ら
，
端々 吻合 と端側吻合時の 創傷 治癒過 程 を

比較検討 し た ．

対象お よ び方 法

I ． 実験動物

対象は雑種成犬 合計32 頭 く体重10 ．8 士2 ． 4 k gl を使用

し た ． 塩 酸 ケ タ ミ ン 1 0 m gノk g お よ び硫酸ア ト ロ ピ ン

fl ．t1 2 m gノk g の 筋肉内注射に よ り麻酔導 入 し た ． 肘 静

脈に 点滴蹄 を確保後
，
気 管内挿管し臭化 パ ン ク ロ ニ ウ

ム0 ．1 m gノk g を静注 し非 勤化 した の ち人 工 呼吸 器 に 接

続 した ． 人 工呼吸 器は H a r v a r d 型人 工 呼吸 器 を使 用

し
，
換気回 数 を2 0 へ 2 5ノ分 ，

1 回 換気量 を 1 5 m lノk g に

設 定 した 一 維持麻酔と して塩酸 ケ タ ミ ン 2 m gノk g を静

注 し
， 麻酔 中は臭化パ ン ク ロ ニ ウム を適宜静注 し

， 非

勧化の 状態 で 実験 を施行 した ． なお
，
気管吻合時に は

高頻度 ジ ェ ッ ト換気法 を併用 する こ と に よ り く駆動 圧

1 ． 51くgノc m
2

． 駆動回 数 6 H zI ， 気管形成術 を容易 に 行う

こ とが で き た
l 別

． 術後 は自発呼吸が 再開す る ま で 人 工

呼吸 器 で 管理 し
．

意識 ， 呼吸 に 問題が な い と判断 し た

時点 で 気管チ ュ
ー ブ を 抜管 した ． 術 中 ， 術 後 に は セ

フ ェ ム 系抗生剤を 点滴静注し た ．

I工 ． 実験系の 作製

1 ． 端々 吻合群

実験動物 を仰臥 位に し
， 頸部を伸展さ せ 固定 し た ．

頚部正 中切 開後
，
前頸筋群 を離断し

， 頸邪気管 を露 出

し た ． 気管軟骨 3 個 を含 め て 管状 に 気管 を 切 離 し
，

3－0 ポ リ グ ラ ク ナ ン 糸で 全周 を連続全層縫 合 に て 端 々

吻合し た く図1 封 ． 止 血 を確認後， 創 を閉鎖 し た ． 術後

3 日目 ，
7 日目 ，

12 日 目 ．
3 0 日目 に 犠牲解剖 し気管 を

吻合部 を含 め て摘出し た ．

2 ． 端側吻合群

端 々 吻合群と 同様の 方法 に よ り
，

頸 部気管を露 出し

Fi g ． 2 ． P h o t o g r a p h o f t e n si o n t e st e r ．



6 4 小

た ． 気管 を軟骨 間で 切 離 し ， 中枢 側端 を 3 －0 ポ リ グ ラ

ク チ ン糸で 連続縫合 に て閉鎖 し た ． 中枢側気管 の 中枢

側端側方 に 2 軟骨輪に わ た り ，
1 ． 5 c m

2

の 小 孔 を 作製

し
，
同部 に気管 末梢側端 を 3 －0 ポ リ グ ラ ク チ ン 糸に て

全周 を連続縫合 で端側吻合 し た く図1 別 ， 止 血 を確認

後 ， 創を 閉鎖 し た ． 手術 後 3 日 目 ，
7 日 目 ，

1 2 日目 ，

3 0 日目に 犠牲解剖 し気管 を吻合部 を含 めて 摘出 した ．

王II ． 吻合部抗 張力の 測 定 く図 21

気管 を吻合 部 を中心 に 中枢側 ， 末棺側 を含 め て吻合

線 に 垂 直 に 幅 1 c m の 長方形 に 切 断 した ． 縫 合 糸 を抜

糸 した後
，
吻合線 1 c m 当た り の 抗張力 を測定 した ■ な

お
，
牽引速度 は0 ． 5 c m ノ分と し た ． 端 々 吻合 群， 端側吻

合群と も に 術後 3 日 臥 7 日目
，
1 2 日 臥 30 日 目に 対

して 各々 3 へ 4 検体ず つ 測 定 した ．

1 V ． 吻合部 の 組織学的検 討

吻合部 を含 む犬 の 気管の1 0 ％中性緩衝 ホ ル マ リ ン 固

定標本 を作製 した ．
こ れ ら の パ ラ フ ィ ン 切 片 に 対 し

で
，
通常の 方法で へ マ ト キ シ リ ン ． エ オ ジ ン くh e m む

t o x yli n a n d e o si n e
，
H ． E 十染色 ，

ア ザ ン染 色 鍍銀 染

色
， p e ri o d i c a cid － S c h iff くP A Sl 染 色 ，

h i gh i r o n

d i a m i n e くH I D トア ル シ ア ン 青染色 を施 行 した ．
こ れ に

ょ り
，

上 皮の 再生状態 ， 膠原線維 の 増生
，

炎症 反応 の

推移等 を観察 した ．

T e n s H e s tr e n g t h

0 3 7 1 2

D a y s p o st o p e r a ti v ely

3 0くD ay sI

F i g ． 3 ． C h a n g e s of t e n sil e s t r e n gth o f l c m

st ri p s o f th e w o u n d s a ft e r o p e r a ti o n 一 命 M

砂
，

e n d －t O － e n d a n a s t o m o si s
，

t e n Sil e st r e n g th

m e a s u r e d a ft e r r e m o vi n g th r e a d s i O － 0 ，

e n d －t O
－

Sid e a n a s t o m o si s
，

t e n Sil e s t r e n gth

m e a s u r e d a f te r r e m o v l n g th e th r e a d s ．

V
． 吻合部 の 免疫組織 学的検討

吻合部 の ホ ル マ リ ン 固定 ． パ ラ フ ィ ン切 片標本 に 対

して
， 脱 パ ラ フ ィ ン 処理 後0 ． 0 5 ％ p r o t e a s e ty p e X X

IVtS i g m a
，
U S A l に て3 7

0

C ，
3 0 分間処理 した 後 ，

抗I
，

工1
，
工工I

，
王V

，
V 型 コ ラ ー ゲ ン 抗 体 を 用 い て 免疫染色

し ，
コ ラ

ー

ゲ ン 新生過 程 を免疫組織学的 に 検討 した ．

免疫染色抗体 は
，

ア ピジ ンービオ テ ン ペ ル オ キ シ ダ
ー

ゼ複合体法
1射

で 行 い
， 抗I

，
H

，
H L r 町 V 型 コ ラ ー

ゲ

ン 抗体 は病理 学第
一

講座 か ら提供 さ れ た 各々 の 型 に 特

異 的な ア フ ィ ニ テ ィ
ー 精 製 抗体 を 使 用 し た

抑 ひ
． こ れ

に よ り
， 創傷 治癒 過 程に お い て 主体 をな す コ ラ ー ゲ ン

を 質的に 評価 した ．

V工． 統 計学的検討

得 られ た 成績 はす べ て 平均値 士標準偏差 で示 した ．

3 群以 上 の 平均 値 の 検 定 に は 2 元 配 置 分散 分 析後 ．

S c h e ff 6 の 多重比 較 を用 い た ． p く0 ． 0 5 を有意と した ．

成 績

ト ． 吻合部抗 張 力

吻 合部の抗 張力 くgノc m l を経時的 に み る と く図 31 ，

T e n 811e st r e n g t h

くg ノc m I

8 0 0

0 3 7 1 2 くD a y sI

D a y s p o st o p e r a ti v eLy

Fi g ． 4 ． C h a n g e s o f t e n sil e s tr e n g th o f h e ali n g

w o u n d s a t 7 a n d 1 2 d a y s a f t e r o p e r a ti o n ．

砂一命，
e n d －t O

－

e n d a n a s t o m o si s ，
t e n Sil e st r e n

－

gth m e a s u r e d a ft e r r e m o v i n g th r e a d s i O
－ 0

，

e n d － t O
－

Si d e a n a st o m o si s
，

t e n Sil e st r e n gth

m e a s u r e d af t e r r e m o v i n g th r e a d s ． E a c h v al u e

r e p r e s e n t s th e m e a n 士 S ． D ． i n th r e e o r f o u r

d o g s ．
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端々 吻合群 で は 術後 3 日 目は52 士19 と低 い が
，

7 日目

か ら30 0 士8 4 と 増大 し， 12 日目 に は69 0 士 1 9 3 と次 第 に

増大 し
，
3 0 日 目に は2 0 30 士2 7 5 と な っ た ．

一 方
， 端側吻

合群 で は
，

3 日目4 8 士2 2
， 7 日目1 8 0 士6 7

，
12 日目60 5

士1 3 6 と 次第に 増 大 し
，
3 0 日 目 に は2 2 7 0 士 3 0 3 と な っ

た ． 正 常の 気管 で の 抗 張力 くgノc 叫 は38 0 0 士 3 4 2 で あ

り ， 3 0 日 目の抗張力 は端 々吻合群で は正 常の 53 ％
， 端

側吻合群 で は60 ％に 達 し て い た ． 以 上 の 如く 術後 3 日

目で は 両群 間で 抗張 力 に 差 を認 め な か っ た が ． 7 日

目 ，
12 日目 で は ， 端側吻合群の 抗張力 は端々 吻合群 に

比 較 して劣 る傾向 を認 め た く図 4 卜 し か し
．
3 0 日目 に

は端僻吻合群 で 7
，

1 2 日目 に 端 々 吻 合群 に 比 較 し て

劣 っ て い た抗張力 は
，
端々 吻合群を わ ず か に 上 回 る 程

度に 達 し て い た ．

H
． 吻合部の 光顕所見

1 ． 端々 吻合群

図5 は端々 吻合時の 創部の 典型的 な光顕 像で あ る ，

創傷治癒過程の 全経 過 を通 して創面 は
， 線 推性 結合組

織で ある 軟骨間靭帯同志が接 し て い た ．

3 日目く図5 I で は
， 粘膜 欠損部 は 少量 の 凝血 で 覆 わ

れ ， 周辺 部で は 上皮 の再 生が始 ま っ て い た く図6 わ． 軟

骨の 線状創部で も ， 少量 の 凝 血 が欠損部 を充填 し て お

り好中球浸潤 を伴 っ て い た く図7 al ． 外膜側 でも 凝血塊

周囲に 好 中球浸潤が み られ た が
， 線碓 芽細胞の 増殖 は

明ら か で な く ， 毛細血管新生 は未だ み られ な か っ た ．

アザ ン染色や 鍍銀染色 で も 膠原線 推や 細網線維の 新生

は認め られ な か っ た が
．

王寺I D 一 ア ル シ ア ン 青染 色 で 育

65

染さ れ る ヒ ア ル ロ ン酸 と考 えら れ る物質が 出現 した ，

7 日目 で は上 皮の 再生 は完了 し正 常の 多列線 毛 上 皮

の 配列を 示 し て い た く図6b ト 上皮 下 に は卵円形 へ 短紡

錘形 の 幼弱 な線椎茸細胞が 欠損部 を埋 める よ う に 増殖

し て い た ． 軟骨間で は ， 好中球浸潤 は消失 し
． 胞体が

比 較 的広 い 紡錘形 の 線継芽細 胞の 増生が み られ
， 創面

に 平行 に 配列 し てい た く図7bl ． 外膜側 で は広い 範囲に

Fi g ． 5 ． P h o t o m i c r o g r a ph o f a 3 ． d a y
．

w o u n d o f

e n d － t O
．

e n d a n a s t o m o si s ， A li n e a r w o u n d

くa r r o w sl is s e e n i n th e i n t e r c a r til a g e n o u s

S P a C e ． A z a n s t ai n ．
x 3 0 ．

O f th e e pi t e ri u m ． aI M u ltil a y e r e d r e g e n e r a ti n g e pi th eli u m o c c u r s i n th e

m a r gi n o f th e d e f e c t i n a 3 －d a y
－

W O u n d ． b l M ultil a y e r e d cili a t e d e pit e li u m c o m pl e t el y c o v e r s

th e m u c o s a i n a 7 －d a y
－

W O u n d ． H ． E ． s t a i n ． x 5 0 ．
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わ た っ て ， 毛 細血管 ， 線 維芽 細胞の 増殖 と好 中球浸潤

を伴う 肉芽拒織が 増殖 して い た が
， 最外 層に 凝 血 塊 が

残存 して い た ．

1 2 日目 の 軟骨 間で は
，

アザ ン 染色 で 膏染す る膠 原線

維 が 密に 配列 し て お り
， 線推 の 走 行が 整然と な っ て い

た ． 線推芽細胞 は細長 く な り ， そ の 密度 は 7 日目 よ り

減少す る が
，

周囲 正 常組 織 よ り や や 密 度が 高か っ た

く図7 cl ． 外膜側 で は凝血 は ほ と ん ど消失 し ， 肉芽組織

に 置換さ れ てい た ． 炎症細胞 は
， 好 中球 に か わ っ て リ

ン パ 球 ， 形質細胞が み られ た ．

3 0 日目 で は ， 粘膜側 ， 軟骨間 ， 外膜側 と も に 線推性

組織 で置換 さ れ て い た ． 軟骨 間で は線維 芽細胞 ， 膠原

線 推の酉己列は 周辺部 と 同様 で あり
，

正 常組織 と区別 し

難 い 組織像 で あ っ た く図7dl ． 粘膜側 と外膜側 で は
， 未

だ配列 の 不 規則 な膠原線維が 少量 残存 し てお り ． 血管

周囲に 少量の 炎症細胞浸潤が 残 っ て い た ．

2 ． 端側吻合群

図 8 は
， 端側 吻合 時の 創部 の 典型 像 で あ る ． 創傷治

癒過程 の全 経過 を通 して 創面は
， 切 断さ れ た 軟骨 と線

維性組織 で あ る 軟骨 間靭帯 と が
， 接合面の 大部分 を占

め て い た ． さ ら に
， そ の 創面 は 軟骨 切 断面 の 遊離 に

よ っ て ， 軟骨切 断端が 外膜側 に ずれ こ む傾向 がみ られ

た ，

3 日目 で は上 皮 の 欠損 部周 囲 で
，

上 皮 の 再 生が 始

ま っ て い た ． 吻合面 の 大部 分を 占め る軟 骨切 断端 と軟

骨執帯 断端 間の 線状 空隙 は
，

少量 の 凝血 で 充填さ れ て

Fi g ． 7 ． S e q u e n ti al hi st ol o gi c c h a n g e s o f th e w o u n d s i n e n d Tt O
．

e n d a n a st o m o si s ． al A

3 － d a y
－

W O u n d ． A s m all a m o u n t o f b l o o d c o a g u l a ti o n w ith n e u t r o p h i c i n filt r a ti o n i s s e e n i n

li n e a r s p a c e o f th e w o u n d ． bl A 7 －d a y
－

W O u n d ． S pi n d l e
－

Sh a p e d fib l o b l a st s p r o lif e r a t e a n d

i m m a t u r e c o ll a g e n a p p e a r e s ． cI A 1 2 － d a y
－

W O u n d － El o n g a t e d fibl o bl a s t s d e c r e a s e i n n u m b e r

a n d c oll a g e n b e c o m e s m a t u r e c o m p a r e d w ith a 7T d a y
． w o u n d ． dl A 3 0 － d a y

－ W O u n d ． Fib r o si n g

s c a r f o r m a ti o n i s s e e n ． al ，
bl ，

CI ，
dl ． H ． E ． s t a i n ． X 1 5 0 ．
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お り好中球浸 潤 を伴 っ て い た く図9 aナ． 但 し
，
軟骨切 断

端 は外膜側 に ず れ る 傾向が あ り ， 軟骨切 断端 の 外膜側

遊離面 は多量 の 凝 血 で覆 わ れ て い た ． 外膜側 で も 好中

球浸潤 ， 凝 血 塊が み ら れ た が
， 毛細血 管新生 は み ら れ

な か っ た ．

7 日目 で は
，

上 皮欠損 部が 依然残存 し てい た ． 軟骨

切 断端 に お い て は
， 軟骨間鞍帯 断端面 で は

．
好中球浸

潤は ほ ぼ 消失し
． 敵背か ら線維芽細胞 の 増生が み られ

るよ う に な っ た く図9b 卜 し か し
， 外膜側の 軟 骨切 断端

Fig ． 8 ． P h o t o m i c r o g r a ph o f a 1 2 －d a yr w o u n d o f

e n d －t O ． Sid e a n a s t o m o si s ． T h e c u t s u rf a c e o f

C a r til a g e くI e ft l o w e rl i s c o v e r e d wi th a l o t o f

i m m a t u r e g r a n u l a ti o n ti s s u e くa r r o w sl ． R e
－

e p
，

it h eli z a ti o n i s a l m o st c o m pl e t e d ． A z a n s t a i n ．

X 3 0 ．

F i g ． 9 ． P h o t o m i c r o g r a p h o f th e w o u n d s s h o w i n g s e q u e n ti al c h a n g e s o f th e w o u n d s i n

e n d－t O
－

Sid e a n a st o m o si s ． al M a s s si v e b l o o d cl o t i n a 3 －d a y ， W O u n d ． b l P r olif e r a ti n g fib l o l a st s

i n bl o o d cl o t i n a 7 －d a y
－ W O u n d ． cI D e c r e a s ed fib l o bl a st s a n d d e p o siti o n of i m m a t u r e c oll a g e n

i n a 1 2 － d a y
－ W O u n d ． dJ F ib r o si n g s c a r f o r m a ti o n i n a 3 0 －d a y

－

W O u n d ． T h e c a r til a g e i s p a rti a11 y

a b s o rb e d a n d th e c u t s u r f a c e i s i r r e g ul a r ． al ，
bI ，

Cl ，
dl ． H ． E ． s t a i n ．

x 1 5 0 ．
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表面 は依然凝血 で 覆わ れ て い た ． 凝血 周辺 部 に は線椎

芽細胞 が増殖 し て い た ． 外膜側 の 凝 血 量 は端 々 吻合群

に 比 べ て 多い た め ， 肉芽 へ の 置換 は端 々 吻合 群に 比 べ

て 遅 れ て い た ．

1 2 日目く図8 1 で は ， 上皮 の 再生 は 完了 し
，
正 常の 多

列線 毛上 皮の配 列を 示 し た ． 軟 骨切 断端 に お い て は
．

軟骨間轍帯面で は
， 線稚芽細胞 の 密度 は減少 し

，
膠原

線維が 密 に 配列 して お り
， 線 維の 走行が 整然 と な っ て

い た く図9 cう． 外 膜に お い て は
， 軟骨切断端表 面の 凝血

の 大部分 は新生毛細血管 を伴 う 幼弱 な 肉芽組 織で 置換

さ れ て い た ． 外膜側 で も 凝血 は少量残存 して お り
，
肉

芽 へ の置換 は端 々吻合群 に 比 べ て や や遅 れ て い た ，

3 0 日目 で は
，
創部全体 に 密 な線推性組 織が 形成さ れ

た ， 軟骨 切 断端 に お い て は ， 靭帯切 断面 に 接 す る部で

は
，
線 維の 走行 は靭帯 の 線絶 と同様 で あ り ， 切断端 に

水 平に 整然と 配列 して い た く図9dl ． 軟骨切断端 の 外膜

面で は ， 線維 は走行が 依然不規則 で あ っ た ． ま た
， 軟

骨切 断端 は1 2 日 目 ま で は 鋭 的 断 面 で あ っ た が く図

9 a 九 cl ， 3 0 日 目 に は表面が 凹 凸不整 と な っ た く図9 即．

こ の 不 整部分 に 付 着す る よ う に 線維 芽細 胞か マ イ ク ロ

フ ァ ー ジ か 区別 し難い 卵円形細 胞が 認め られ た ． 不 整

部近傍 の 軟骨 は
，

H I D － ア ル シ ア ン 青染 色で 男 染 さ れ

る軟骨 基質が存 在す る が
，
軟骨細胞 は変性 ， 消失 して

い た ． こ れ らの 所見か ら
，

凹 凸不整部分 は ， 不規則な

軟骨 の 新生よ り も む し ろ ， 軟骨 の吸収状態 と 考え られ

た ．

F i g ． 1 0 ． I m m u n o st a i n n i n g f o r c oll a g e n t y p e s i n a 7 －d a y
－ W O u n d o f e n d －t O

－

e n d a n a st o m o si s － al

Fib l o b l a s t s p o siti v e f o r t y p e I c oll a g e n a p p e a r a n d th e s t r o m a r e a c t s w ith a n ti － ty p e I

c oll a g e n a n tib o d i e s ． b l T y p e II c oll a g e n i s l o c a t e d o n l y i n th e n o r m al c a rtil a g e ． cI T h e

st r o m a r e a c t s w ith a n ti －t y P e III c oll a g e n a n tib o d i e s ． dl T y p e V c o ll a g e n i s p o siti v e i n

p r olif e r a ti v e fib l o b l a st s b u t f a i n tl y st ai n e d i n th e e x t r a c e11 u l a r s p a c e － I m m u n o p e r o x i d a s e

s t ai n ．
X 1 5 0 ．
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111 ． 吻合部の 免疫組織学的所 見

正 常気管組織 に お い て は
．

工
，
Ill 型 コ ラ ー ゲ ン は粘

膜下 ， 軟骨間
，
外膜側の 膠原線維 に州

一 致 し て認 め られ

た ． H 型 コ ラ
ー

ゲ ン の 染色性は軟骨 に
，
工V 型 コ ラ

ー

ゲ

ン は上皮 ， 血 管 の 基 底膜 に 一 致 して い た ． V 型 コ ラ
ー

ゲ ン は上 皮基底膜 に 沿 っ て 帯状 に 認め ら れ た ．

端々 吻合部 の 軟骨 間 に お い て は
， 術後 7 日 目 か ら

工
，
1王I 型 コ ラ ー ゲ ン陽性 の 線維芽細胞が 出現 し

， 細胞

間に 沈着す る膠 原線維 に 陽性 で あ っ た ． こ の 染色性 は

12 日目 に は増加 す る と と も に 配列 も 整 然と し て き た

く図10 a
，
Cl ． 30 日目 に は

， 細胞内染色は 消失 し
， 周辺部

と配列 ，
形態共に 同様 の 王

．
m 型 コ ラ

ー

ゲ ン 陽性線維

が形成さ れ た ． H 型 コ ラ
ー

ゲ ン は吻合部 に は出現 しな

か っ たく図1 0b ト 工V 型 コ ラ ー

ゲ ン は
，
肉芽組織

，
線維性

組織 の 毛 細血 管周囲の 基底膜 に 染 ま り ， 毛細血 管の 発

達に 伴 っ て
． 染色性が 増強 した ． V 型 コ ラ ー ゲ ン は ，

術後 7 ，
1 2 日目 に は増殖す る 多数の 線推芽細胞 内に 認

めら れ く図10dl ，
3 0 日目 で は V 型 コ ラ ー ゲ ン 陽性細 胞

は著明な減少 を示 し た ． 細胞外に は 7
，
1 2 日目 の 線維

芽細胞周 囲に 薄 く染色 され た ． 太 い 膠 原線維 に は陰性

で あ り
，
3 0 日目 に は創部の 問質に 陽性 所見は認 め ら れ

なか っ た ．

端側吻合 で は
，

7
，
1 2 日目に 軟骨切 断端表面 に 出現

する 工
，

川
，

V 型 コ ラ
ー

ゲ ン 陽性細胞 の 数は
， 端 々 吻

合群の 線状創 の 場合 よ り多か っ た ． 新生す る膠 原線維

は端々吻合群 と 同様 に 工 ， 1Il 型 コ ラ
ー

ゲ ン に 陽性 で あ

り
．

V 型 コ ラ ー ゲ ン は肉芽組織中の 繊 維芽細胞 周囲に

弱陽性だ っ た ． H 型 コ ラ ー ゲ ン は端 々 吻合群 と 同様 に

既存の 軟骨組織以 外 で は染色さ れ る と こ ろ は み ら れ な

か っ た ． 3 0 日目 の 切 断面 に お い て
， 凹 凸 不 整の 日工D －

アル シ ア ン 青染色 に 異 染さ れ る 部分は H 型 コ ラ ー ゲ ン

陽性で あ っ たが
，
軟骨吸 収像と 考 えら れ た 凹 部の 線 維

性組織に はIl 型 コ ラ
ー

ゲ ン は認め ら れ なか っ た ，

考 察

気管 ． 気管支形成術 は病変部の み を切 除 し ， 気管 ．

気管支の 再建 を行う こ と に よ り ， 肺機能の 温存 ， 生 理

的換気の 維持 を計 る こ と を目的と して
，

1 9 4 0 年 代後半

に P ri c e T h o m a s
l，

に よ っ て 創始さ れ た ． 本邦 に お い

ても ， 近 年そ の 報告例 は 飛躍的 に 増加 して い る ． そし

て
，

こ の 間に 気管分岐部形成術
22，23，

の よ う に 気 管 ． 気

管支 を単 に 端 々 に 吻合 す る の み で な く
， 端側 に 吻合す

る こ と を要求 さ れ る術式 も広く 行わ れ るよ う に な っ て

き た ．

しか し
， 前田 ら の 全 国集計

12，
に み る よう に

， 気管 ．

気管支形成術 の 術後吻合部合併症の 発生率 は ， 1 2 ． 0 ％

6 9

で あ りい ま だ 問題点 も多々 あ る ． 安全 で 確実で あ り 合

併症 の 少な い 術 式に して い く 必 要が あ り
，

そ の た め に

は
， 気管 ． 気管支吻合部の 創傷治癒過程 を正 確 に 知 る

こ と は重 要な こ と で ある と 考 えら れ る ． こ れ ら の 観点

か ら ， 端々 吻合 時の 創傷治癒過程 に 関 して は い く つ か

の 研究報告が な さ れ 次第 に 解明 さ れつ つ あ る
15 卜 1 7I 2 晒

し か し
，

よ り合併症 の 多 い 端側吻合術 を含む術式 の 創

傷治癒過程に 関 して の 解明は な さ れ て い な い ．

術後 3 日 目に お い て
， 菊池

17I

は 抜糸後の 端 々 吻合時

の 吻合郡 1 c m 当た り抗張力は
，
3 0 g 前後と 報告 して い

る ． また ，
L i m a ら

16I
は肺移植の 実験 に お い て 皮 膚の

抗張力 は術後 4 日冒 で 1 16 gノc m と して い る ． 本 実験

に お い て は
， 端 々吻合群 で は 52 gノc m と 菊池ら と ほ ぼ

同様の 結果 を えた が
，

L i m a ら の 皮膚の 4 日 目の 抗張

力よ り は弱か っ た ． 端側吻合群の 抗張力も ， 3 日 目で

は 4 8 gノc m と端々 吻合群 と ほぼ 同様 の 結果 を得た ． ま

た ．
こ の 時期 は創傷治癒過程の 渉出斯 く炎症期 ， 術後

3 へ

5 日迄I に 相当す る ． O r d m a n ら
271

は
， 豚の 皮膚の

創傷治癒 で は ， 好中球が 創部 に 最も早 く出現 す る と報

告し て い る ． ま た
，

2 日目か ら 次第に マ ク ロ フ ァ
ー

ジ

が好 中球 に 置換す る と W ill o u g h b y
2B，

は述 べ て い る ．

本実験 で も 3 日目の 組織像 は
， 端々 吻合群， 端側吻合

群 と も に 好中球浸潤を伴う 凝血 が 主体 で あ っ た ． 両群

の 組織像が
一 致 して い る こ と は

， 抗張力 に 関 して 得ら

れ た結果 を支持す る もの で ある ．

術後 7 日目の 吻 合部 の 抗張 力は
， 端 々 吻合群 で は

30 0 gl c m と菊 池
1れ

の 1 6 0 gl c m よ り も 大 き か っ た ，

L i m a ら
161

は 上 述 の 実験 で 9 日目 の 皮膚 の 抗張 力 は

502 gノc m と述 べ て お り
． 著者の 結果は皮膚の 抗張力に

匹適 し た ． 端側吻合群に お い て は 18 0 gノc m と端 々 吻

合群の 抗張力よ り 劣 っ た ． ま た
．

12 日目 に お い て も ，

端 々吻合群の 690 gノc m に 対し て
． 端側吻合 群の 吻 合

部抗張力 は 605 gノc m と 依然と し て 弱か っ た ． 組織 学

的に この 時期 は増殖期 く線維形成期 ， 術後 3 へ 5 日 か

ら 2 へ 4 週間目迄ナ の 範時 に 入 る ． R o s s ら
2gI

は ． 繊維

芽細胞 は術後 4
，

5 日目 に 創部 で 著明に み ら れ るよ う

に な り
，

7 日目 に 最も 多 い と報告 して い る ． 本実験 で

も端 々 吻合群 ． 端側吻合群 と も に 軟骨間執帯 の 存在す

る部位 に お い て は
，
同様 に 創傷 治癒が進行 し て し1 た ．

し か し ， 7 日 目
，

1 2 日 目共 に
， 端側吻合群 の 軟骨 切 断

端表面 で は肉芽 へ の 置換 は遅 れ て い た ． す な わ ち
， 吻

合部抗張力お よ び組織学 の 両面 と も に
，
術後 7 日 臥

12 日目で は端側 吻合群 の 創傷 治癒過 程 は遷 延 し て お

り
， 臨床上 は こ の 時期 に は端 々 吻合群以 上 に 吻合 部に

張 力の か か ら な い よう に 留意す る必 要が あ る と考 え ら

れ る ．
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術 後30 日目の 吻合部 抗張 力 は ， 端 々 吻 合群 で は
，

2 0 3 0 gl c m で あ っ た ． 端側 吻合群 で は 227 0 gl c m と

端々 吻合群 と ほ ぼ 同等か
， や や 上 回 る抗張力に まで 達

し て い た ． 菊池
171

は端 々 吻合術後28 日目 で 1 20 0 gノc m

前後
，

Li m a ら
16

軋 23 日目 に は気管 支端 々 吻 合部 で

120 0 gl c m 前後 ， 皮膚で 196 0 gl c m 前後 と報告 し て い

る ． 組織学的に こ の 時期 は成熟 期 く疲痕 期． 術後 2 へ

4 週 間以日和 とさ れ る ． 端 々吻合群 で は 創面全体 が 線

維性組織 で 置換 され て い た ． 端側吻 合群 に おも1 て も 創

部全体に 密 な線 推性組 織が 形成 さ れ て い た ． す な わ

ち
， 端側吻合群 に おい て12 日 目 に は端々 吻合群 に 比べ

て 遅延 して い た創傷治癒 は ，
3 0 日 目 まで の間 に 端々 吻

合群 に 追い つ い た も の と考 え られ る ． し か し
，
全経過

を通 して 軟骨切 断端 は 肉芽形成 に 関与 し て お らず ，
こ

の こ と は端々 吻合に 際 し て も可及 的に 軟骨 の損傷 を避

け る べ き で ある こ と を示唆 して い る ．

粘膜上 皮の 再生に 関 して
，

F e r g u s o n
1 51

．
菊池

m
は

，

含
旬

5 日 で は上 皮再生 は 認 め な い
．

と し て い る ． し か

し ， 本実験 に お い て
． 端々 吻合群

，
端側吻合群と も に

3 日 日か ら上 皮 の 再生 が 確 認 さ れ た ． ま た ， 彼 ら は

7 句 1 0 日 に 上 皮 の新生が み ら れ
，
1 4 日 旬 2 0 日 に は 吻合

部の 大部分 が線毛上 皮 に よ っ て 被覆 され ると 報告 して

い る ． 本実験 に お い て は
，
端 々 吻合群 で は 7 日 臥 端

側吻合群で は少 し遅れ て12 日 目 に上皮の 再生 は完了 し

て い た ． 端側吻 合時に は粘膜上皮 の 欠損が 大 き く な る

こ とが
， 端々 吻合群 に 比 べ て 上 皮再生が 遅延 す る原 因

で ある ． 気管 ． 気管支の端々 吻合術 に お い て粘膜面 の

接 合 の 利 点 か ら 粘膜 下縫 合 を 主 張 す る 報 告 も あ

る
叫 31I

． 端側吻 合術 に お い て は 確 か に 粘膜 面 は段 違 い

に なり 易く粘膜下縫合は 有用 で ある か も しれ な い － し

か し ， 全層縫合 で も30 日 目に は 粘膜面は 上 皮 に て 完全

に 被覆さ れ て お り ， 吻合後10 日前後 を注意す れ ば特 に

問題 はな い と 思わ れ る ．

正 常の 肺お よ び気管 の コ ラ
ー

ゲ ン に 関 し て は い く つ

か の報告が あ る
叫 瑚

． また ， 気管の 創傷治癒過程 に お

い て は吻合郡の ハ イ ド ロ キ シ プ ロ リ ン量 を 測定 した 報

告が あ る
17，

． しか し， 気管の 創傷治癒過程 に お い て コ

ラ
ー

ゲ ン の果 た す役割 に つ い て
，

その 型 を言及 した も

の はな い ．

コ ラ
ー

ゲ ン 分子 は単
一

で な く
，
遺伝的 に 違 っ た 分子

種 が存在す る こ と が明 らか に され て お り ， 現在 ま で に

12 種類知 られ て い る
謂 I

．

工型 コ ラ ー ゲ ン は 問質 コ ラ
ー

ゲ ン の 代表 で あり
， 結

合組織 に 広く 分布す る と い わ れ て い る ． ま た
，
工工王型 コ

ラ ー ゲ ン は胎生期 皮膚 や 新生 結合 組織 に 豊富 に 存 在

し
，
成熟動物 の皮膚 ， 子 宮， 血 管中膜 ， 肺 ， 滑膜

，
そ

の 他の 問質結合組織 に ト型コ ラ
ー

ゲ ン と 共 に 広く 分布

す る と言わ れ て い る ． E o n o m i ら
黒I

に よ る と
， 肺 ， 気

管支 に お い て 工型 お よ びm 型 コ ラ
ー

ゲ ン は そ の間質 に

存在 す る と い わ れ る ．
B r a d l e y ら

331

も 同様 の 報 告 を

し
，

そ れ ら は 末梢側 に 向か う程豊富 で あ る と述 べ て い

る ． 本 実験 に お い て ， 工 お よ び工工1 型 コ ラ
ー

ゲ ン は
，

端 々 吻合群に お い て 新生さ れ た膠 原線維 に
一 致 して染

色さ れ た ． す な わ ち
，

3 日目に お い て は 染色さ れ ず
，

7 日目か ら染色 され るよ う に な り
，
1 2 日目で は その 配

列が 整然 と な っ て い た ． 端側吻合群 に お い て も
，
新生

膠原線推 に 一 致 して染色 さ れ
，

コ ラ
ー

ゲ ン 陽性細胞の

数 は端 々 吻合群 よ り も多 か っ た ． しか し ， 7 日目 ，
1 2

日日 に お い て は切 断さ れ た 軟骨面 に お い て は ， 膠原線

推増 生が ほ と ん どみ ら れ な か っ た ． こ れ ら の こ と か

ら
， 切 断さ れ た 軟骨面は 光顕所 見と 同 じく ， 膠 原線維

新生に 関 して 創傷治癒 に ほ と ん ど関与 して い な い と 言

える ．

H 型 コ ラ
ー

ゲ ン は硝 子 軟 骨 に 特徴 的 に 存在 す る コ

ラ
ー

ゲン で あ る ． K o n o mi ら
32 や

，
B r a d l e y ら

醐

もII

型 コ ラ
ー

ゲ ン は ， 気管 ． 気管支 に お い て軟骨 に の み存

在す る と報告 し て い る ． 著者 も正 常 お よ び吻合部 の軟

骨 に お い て そ の存在 を認 め た ． ま た
，
端側吻 合群 に お

い て は ， 3 0 日 目に お い て軟骨切 断端 か ら 突出 して 染色

さ れ た ． しか し
， 創傷 治癒 過程 にお い て 端々 吻合群 ．

端側 吻合群と も に 新生組織 中 に は存在せ ず ， 気管の 膠

原線 維新生の 意味で は創傷治癒 に は 関与 し て い ない と

い え る ．

王V 型 コ ラ
ー

ゲ ン は基底膜 に 含 まれ る コ ラ
ー

ゲ ン で あ

り
， 他 の コ ラ

ー ゲ ン と は構造 が著 しく異 な っ て い る ．

K o n o m i ら
32l

，
M a d ri ら

341
に よ る と

，
呼 吸器 系に お い

て は肺胞 隔壁 ， 気管お よ び 気管支の 平滑筋
，
血管の 内

膜 で の 存在が認 め ら れ て い る ． しか し
，
問質中に は存

在 しな か っ た と報告 して い る ． 王V 型 コ ラ
ー

ゲ ン は
， 本

実験 に お い て も端々 吻合群 ，
端側吻合群 と も に 創傷治

癒過程 に お い て 膠原 線推 ，
線 推芽 細胞 に は 染色 さ れ

ず ， 毛細血管周 囲の 基底膜 に 認 め ら れ た ．

V 型 コ ラ
ー

ゲ ン は
，

M a d ri ら
叫

に よ ると 呼吸器系に

お い て は工V 型 コ ラ
ー

ゲ ン と と も に
， 肺胞 お よ び毛細血

管の基 底膜 に 存 在す る と と も に
， 問質 に も 存在す る と

して い る ． また ，
H e ri n g ら

361
は V 型 コ ラ

ー

ゲ ン は
，
創

傷治癒過程の 早期 に 出現 す る と報告 して い る が ， 本実

験 に お い て も ， 端々 吻合群 ， 端側吻合群 と も に V 型 コ

ラ
ー

ゲ ン は ， 創傷治癒過程 の 早期 に 問質 に 出現 した ．

結 論

気管 支形成術 に お い て
，

一 般的術 式で あ る端々 吻合
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術お よ び特殊術式 で あ る端側 吻合術時 の 創傷治癒過程

を抗張力 ， 光顕 ， 免疫組織の 観点か ら検討 し ， 以 下 の

結果を得 た ．

1 ． 吻合部の 幅 1 c m 当 た りの 平均抗 張力 は端 々 吻

合群で は
， 術後 3

，
7

，
1 2

，
3 0 日目 で 各々 5 2

，
3 0 0

，

6 9 0 ，
2 0 3 0 gノc m で あ っ た ．

一 方
， 端側 吻合群 で は

， 術

後3
，

7
，
1 2 ， 3 0 日目 で各々 48

，
1 8 0

，
6 0 5

，
2 2 7 0 gノ

c m で あ っ た ． 術後 3 ，
3 0 日 日の 抗張 力は両群 間で 同

等だ っ た が ， 術後 7
．
1 2 日目 で は端側吻合群 は 端々 吻

合群よ り抗張 力が劣 っ た ．

2 ． 粘膜上 皮 の 再生 は
， 端々 吻合群で は術後 3 日 で

始ま り 7 日 目に 完成 して い た ． 端側吻合群で も 術後 3

日 で 再生が 始ま っ た が
， 欠損郡が 大 き い こ と よ り ， 再

生の 完成は術後1 2 日 目で あっ た ．

3 ． 端々 吻合群 に お い て
， 軟骨間で は

， 術後 7 日目

に線維芽細胞 が増殖 し始め
，
術後12 日目 に は膠原線維

が密 に 配列 し， 3 0 日 目で は正 常組織 と 区別 し難 い 組織

像を呈 して い た ．

一 方 ， 端側吻合群 に お い て は軟骨切

断端 を覆う 凝 血 塊が 多く ， 術後 7 ， 1 2 日冒 に お い ても

依然と し て凝血が 残存 して い たが
， 3 0 日目 に は創部全

体が線推性組織 に 置換さ れ て い た ．

4 ． 端側吻合群の 何れ の 時期に お い て も軟骨 断端 の

新生像は認 め られ ず
，
3 0 日目に お い て は 余剰軟骨 の 融

解，
吸収像が 認 め られ た ．

5 ． 工
，
王町 V 型 コ ラ

ー

ゲ ン は端 々 吻合群 ， 端側吻

合群と も に
， 7 ， 1 2 日目の 活動性 の 線 椎芽細胞 お よ び

新生さ れ た膠原線練 に 陽性で あ っ た ． 創部の癒 合に は

工
，
工11

，
V 型 コ ラ ー ゲ ン が 関与 して い る も の と 考え ら

れた ．

以上 の結果 よ り
， 臨床上

， 気管 ． 気管支の 端 側吻 合

時に は
， 術後10 日前後 で は創傷治癒が 端々 吻合の 場 合

に 比較 して 遷延 す る傾 向が あ り
， 術後管理 上 こ の 期間

まで 創部の 保護 に 留意 す る必要が ある と 考 え られ た ．
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th e s a m e s tr e n g th w ith e n d － t O － e n d a n a st o m o sis a t 3 r d a n d 3 0 th d a y b u t h a d w e a k e r

Str e n g th a t 7 th a n d 1 2 th d a y ． R e g e n e r a ti o n o f e p ith eli u m b eg a n 3 r d d a y af te r o p e r a ti o n i n

th e w o u n d of e n d － t O － e n d a n a s t o m o sis ， a n d w a s c o m p l et e d a t 7 th d a y s ． I n th e w o u n d of

e n d － tO －

Si d e a n a s t o m o sis ， r e g e n e r a ti o n of e p ith eli u m b e g a n a t 3 r d d a y b u t t h e w o u n d

h e ali n g w a s sl o w e r o w i n g t o its la r g e d ef e c t， re q u lrl n g 1 2 d a y s f o r its a c c o m p lis h m e n t ． I n

th e i n t e r
－

C a r til a g e n o u s s p a c e of th e e n d －

t O
－

e n d a n a s t o m o sis ， p r O lif e r a ti o n o f fibl o b l a s ts

St a rt ed at 7 th d a y a n d c o ll a g e n b e c a m e m a tu r e a t 1 2 th d a y ． O n 3 0 th d a y ， th e w o u n d w a s

r e p l a c e d b y fib r o si n g g r a n u l a ti o n tis s u e w h ic h c o u ld n o t b e dis ti n c t i n n o r m al tiss u e ． O n

th e o t h e r h a n d ， th e c u t s u rf a c e o f th e c a r til a g e o f e n d － t O －

Sid e a n as t o m o s is w a s c o v e r e d w ith

a l o t of cl o ts ， r e m ai n i n g a t 7 th a n d 1 2 th d a y ， b u t w a s re p l a c e d b y fib r o si n g g r a n u l a ti o n

tiss u e a t 3 0 th d a y ． I m m u n o h ist o c h e m ic all y ， ty p e S I a n d m c oll a g e n w e r e p o siti v e i n

fi b r o bl a s ts a n d i n te r s ti ti al c oll a g e n fi b e r s i n t h e w o u n d s of b o th g r o u p s ． T y p e II c o ll a g e n

W a S l o c ali z e d o n l y i n n o r m al c a r til a g e i n b o th g r o u p s ． I n a 3 0 － d a y
－

W O u n d of e n d － t O － Si d e

a n a s t o m o si s ， t y p e 正 c o ll a g e n w a s p a r ti all y a b s o r b e d a n d c u t s u rf a c e w a s i r r e g u l a r ． T y p e

N c oll a g e n w a s p o siti v e a r o u n d c a p ill a ri es ． T y p e V c oll a g e n w a s l o c a li z e d i n g r a n u l ati o n

tiss u e ． T his w o r k s u g g e s ts
，

Cli n i c all y ，
th a t e n d － t O －Sid e a n a st o m o sis o f th e air w a y r e q u l re S

m o r e c a r ef ul m a n a g e m e n t f o r a b o u t 1 0 d a y s p o st o p e r a ti v el y ．


